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また、図書館機構の前将来構想（2016（平成 28）年 2 月改定）では、本学図書館全体に関わる業務の体制を構築し
調整を行う機能である全学図書館機能を重視することを掲げている。













京都大学図書館機構を巡る状況は、2027 年度までの 8 年間に、さらに急速な変化を遂げることが予想される。このため、
本将来構想は、その目指すところを常に柔軟に見直し、時代の先端を拓いていくものとすることをめざし、3 年程度の周期で
達成状況の検証を行う。特に、事業実現の計画を示す事業細目については、最善の計画となるよう改善していくこととする。




















事業目標 1   京都大学の図書館を世界に発信する
①所蔵資料の電子化と公開
②図書館活動の発信と国際化




事業目標 3   生涯学習に貢献する
①所蔵資料の提供による貢献
②所蔵資料の展示や公開による貢献

























































































































































































































































































































































































































国立大学法人への移行にともない、2005（平成 17）年 4 月に、全学図書館機能の目的を達成するために京都大学図書館機構が発足し、全学
の図書館・室が相互に連携するシステムが構築された。2011（平成 23）年には、「京都大学図書館機構規程 (*1)」を改正し、図書館機構の目的
と業務が明確になった。
図書館機構は、2007（平成 19）年 3 月に、京都大学の将来像 (*2) に示された「世界最高水準の研究拠点」に相応しい学術情報基盤としての
役割を担うことを使命とする「京都大学図書館機構の基本理念と目標 (*3)」を策定した。さらに、2009（平成 21）年 12 月には、基本理念と目
標に則り、図書館機構の目的の実現・推進を図り、おおよそ 10 年後の京都大学の図書館のあり方を展望し、事業目標を明らかにするため、「京
都大学図書館機構将来構想 (*4)」を策定した。
将来構想の策定から 5 年が経過した 2015（平成 27）年に、その間の図書館をめぐる環境の変化と将来構想の達成状況を確認し、到達が不十
分な事項や変化への対応を明らかにすることによって、残り期間に実現すべき図書館の課題を明確にすることを目的として、将来構想の改定を
行い、2016（平成 28）年 2 月に「京都大学図書館機構将来構想〜これまでの達成状況と新たな動向に基づくこれからの図書館機構のあり方〜 (*5)」
を策定した。
また、2016（平成 28 年）2 月に、「第 3 期中期目標・中期計画期間における全学機能組織のミッション及び方向性 (*6)」が決定され、本学企
画委員会から図書館機構の第 3 期のミッションと方向性が示された。
図書館機構は、2017（平成 29）年 2 月に、将来構想の基本目標 1 に掲げた図書館機能（専門図書館、エリア連携図書館、総合図書館）のうち、
まずエリア連携図書館の機能を明確にするため、「エリア連携図書館の基本機能 (*7)」を策定した。この手続きに従い、2017（平成 29）年 5 月
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証は、2018（平成 30）年 12 月に図書館協議会において承認された。
さらに、次期将来構想の枠組みを提案し、次期将来構想の期間を 2020 年度から第 4 期末までを見通す 2027 年度とすること、基本目標（到
達目標）、事業目標（重点戦略）、事業細目（実現計画）の関係性がわかるものとすること等について承認を受けた。
これらに基づき、第三特別委員会は、「次期図書館機構将来構想素案」（2019（平成 31）年 2 月）、「今後の図書館機構の組織と体制について（案）」
（2019（平成 31）年 4 月）を提案した。両案に対して、2018（平成 30）年度末から 2019（令和元）年度にかけて複数回にわたって、各部局お
よび各特別委員会からの意見聴取と、意見への回答や修正案の提案を行った。両案に関する図書系職員の意見交換会も複数回開催して、推敲を
重ねた。
図書館協議会は、2019（令和元）年 12 月に、「今後の図書館機構の組織と体制について：専門図書館機能を中心として (*8)」を承認した。
2020（令和 2）年 2 月に、「京都大学図書館機構将来構想 2020 〜 2027：世界最高水準の研究教育拠点を支える新たな図書館機能の実現 (*9)」
を承認した。

